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自己紹介

村上 拓彦
MURAKAMI, Takuhiko

• 福岡県出身

• 新潟大学農学部

• 新潟歴 19年 大学教員歴 25年

• 日本森林学会，森林計画学会

• リモートセンシング一筋



村上拓彦（2021）森林・林業分野におけるリモートセンシング利用の流れ，現状，展
望. 日本リモートセンシング学会誌 41: 166-170.



本日の話題

◼ 森林系webGIS

◼ 航空レーザ計測

◼ プロジェクトの紹介

◼ デジタル人材の育成



森林系webGIS



森林系webGISの一例： 宮崎県 森林地理情報公開システム

http://shinrin-gis.pref.miyazaki.lg.jp/forest-gis/map/



http://fgis-pref-miyagi.jp/

森林系webGISの一例： 宮城県 森林情報提供システム



https://wildlife-pref-niigata.hub.arcgis.com/apps/80592ce65be14fa99fc40f3e2c9f444c/explore



森林系webGISのひろがり

23／47都道府県



 ブラウザを介して誰でも気軽に利用することがで
きる

 GISの操作経験がなくても直観的に利用すること
ができる

 情報共有が容易になる

 GISの魅力を多くの人に提供できる

自治体 → ユーザ

webGISの利点



クラウド型GIS

クラウド型GIS



羅森盤

http://rashinban-mori.com/



森林情報WEB-GIS https://webgis-rashinban-mori.com/

微地形図（CS立体図）



森林情報WEB-GIS https://webgis-rashinban-mori.com/

レーザ林相図



森林情報WEB-GIS https://webgis-rashinban-mori.com/

森林資源集計メッシュ



標準仕様に向けた取り組み

森林GISフォーラム 森林情報標準仕様分科会 より



航空レーザ計測



森林域の航空レーザ計測



林野庁室木直樹氏提供

全て完了

全て完了見込み

地形は完了

未完了

航空レーザの進捗（R5末）

航空レーザ計測の進捗



林野庁での取り組み

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/smartforest/smart_forestry.html



レーザ計測成果の公開

G空間情報センター より



https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/smartforest/attach/pdf/smart_forestry-13.pdf https://www.rinya.maff.go.jp/j/seibi/sagyoudo/attach/pdf/romou-20.pdf



プロジェクトの紹介
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二時期カラー合成



https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/



https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/keikaku/r6-07_bridge_r6.pdf



https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/keikaku/r6-07_bridge_r6.pdf



https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/keikaku/r6-07_bridge_r6.pdf



デジタル人材の育成



 GISリテラシー入門

 GIS概論・演習

 GIS概論・応用演習

新潟大学の例：全学向け科目



 流域環境GIS

 環境リモートセンシング

 GIS・リモートセンシング演習

 森林情報士2級

 GIS学術士

新潟大学の例：学部専門科目

科目関連する資格



 これまでGISを使っていなかった研究室において，卒論，

修論でGISを活用するようになった．

 『GIS・リモートセンシング演習』を受講したことでGIS

に対する敷居が低くなったと思われる．

 「GISとは何なのか？」を理解できている人材の輩出．

GIS教育の波及効果



大学の学びと森林情報士

日本森林技術協会／森林情報士

https://www.jafta.or.jp/contents/jouhoushi/





森林GISフォーラム

◼ 東京シンポジウム

◼ 地域シンポジウム

◼ 技術セミナー

◼ 学生コンテスト
https://www.nii.ac.jp/research/iga/



何のためにGISを求めるのか？



何のためにGISを求めるのか？

意 思 決 定



必要なアイテム

◼ クラウド型GIS

◼ 空中写真（近赤外）

◼ 航空レーザ計測

◼ UAV（ドローン）

◼ 人工衛星画像データ

◼ GNSS受信機

etc.



まとめ

◼ 森林系webGIS：現在，半数程度の都道府県で公開．GIS普及の第一歩

として今後のさらなる展開に期待．新しいデータ整備の標準が提示．

◼ 航空レーザ計測：今後，計測はさらに進んでいく．資源量ならびに地

盤情報の把握だけにとどまらないデータの活用を進めていく．

◼ 現在，まだデジタル化されていない過去の空中写真の効率的デジタル

化と過去の空中写真の応用に関するプロジェクトが進行中．

◼ デジタル人材の育成：「GISとは何なのか」を理解し，地理空間情報を

発展的に活用できる人材の育成．
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